
 

 

六甲高山植物園 世界中で人気の日本固有種 
ユリの女王 ヤマユリが見頃です！ 

◆ヤマユリ（ユリ科） 

近畿地方以北の本州の山地、丘陵の日当たりのよい斜面に生える多年草です。高さは１～２ｍ

で、花の大きさは直径約２３ｃｍにもなる大型のユリです。日本の固有種ですが、欧米で品種改良

の親となり、カサブランカなどの名花が生まれました。日本では、「料理百合」とも呼ばれ、苦みのな

い鱗茎は古くから食用にされています。 

当園のヤマユリは７月中旬から咲き始め、見頃は８月上旬までの見込みです。 

 
                                                                
 

六甲山観光株式会社（本社：神戸市 社長：宮西幸治 阪神電気鉄道株式会社１００％出資）が六甲山上
で運営を行っている六甲高山植物園では、ユリの女王「ヤマユリ」が開花しました。 

 
世界のユリの中で最も豪華で華麗なヤマユリは日本だけではなくヨーロッパでも人気が高く、花の黄色
い条線から英名で「gold lily（黄金のユリ）」「queen of lily（ユリの女王）」と呼ばれてきました。当園には
約２５０株が点在しており、ゴージャスな見た目と強い芳香が訪れる人の目と鼻を楽しませています。 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料提供：２０２０年７月２８日(火) 
送信元：六甲高山植物園 

六甲山ポータルサイト  http://www.rokkosan.com/ 

◆リリースに関するお問合せ先  
六甲高山植物園 
TEL：０７８－８９１－１２４７／FAX：０７８－８９１－０１３７／〒６５７－０１０１神戸市灘区六甲山町北六甲４５１２－１５０  
◆営業概要  
【入 園 料】大人（中学生以上）７００円 ／ 小人（４歳～小学生）３５０円 
【開園期間】～１１月２３日（月） 【休 園 日】８月２０日（木）、２７日（木）、９月中の木曜日 
【開園時間】１０：００～１７：００（１６：３０受付終了） 

 

★２枚目：新エリア「高茎草原」も見頃！ 
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この度、六甲高山植物園では新しく「高茎草原」をオープンしました。昨冬に東入口付近の約６００㎡の 

エリアを開墾、新たに園路を造成し、約５０種類の花々が咲く夏の高原のお花畑を再現しました。夏に咲く花

は草丈が高くなるのが特徴です。この「高茎草原」では、現在ヤマユリやシキンカラマツ、ヤマブキショウマ

が見頃を迎えており、爽やかな風に揺れる花々を来園者が写真に収めています。今後はオミナエシ、ヤマト

リカブトなどが９月頃まで順次開花する予定です。 

 

 

新エリア“高茎草原”オープン！ 
夏の花畑が見頃です 
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六甲山ポータルサイト  http://www.rokkosan.com/ 

🌼高茎草原で見られる花々🌼 

ヤマユリ（７～８月） クガイソウ（７月） シキンカラマツ（７～８月） 

オミナエシ（７～８月） サラシナショウマ（９月） オトコエシ（８月） 

ヒゴタイ（８月） ヤマトリカブト（９月） タムラソウ（９月） 

 
新型コロナウイルス感染症予防の観点から、ご来園のお客様には下記の通り 4点のお願いをしております。 
① マスクの着用                                  ② 非接触型体温計による検温 
③ ソーシャルディスタンスの確保        ④ こまめな手指の消毒 

新型コロナウイルス感染症対策に取り組んでいます 


